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金田町人の動き 

(9月1日現在） 

世帯数 2. 7 8 5 

人 口 9. 5 3 5 

男 4,673 女 4,862 

出生 11 死亡 5 

転入 33 転出 24 
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長

寿

を

祝

う

ー

 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
日
明
治
・
大
 

正
・
昭
和
の
長
き
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
、
 

ひ
た
す
ら
家
族
の
た
め
、
町
ま
た
社
会
の
た
 

め
に
そ
の
責
任
を
発
揮
さ
れ
た
、
金
田
町
在
 

住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
、
敬
 

老
会
が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
大
正
五
年
九
月
十
五
日
以
前
に
 

生
ま
れ
た
、
満
七
十
才
以
上
の
方
七
九
〇
 

名
を
、
お
招
き
し
ま
し
た
が
、
五
七
八
名
 

の
い
づ
れ
も
壮
者
を
し
の
ぐ
、
元
気
な
お
 

姿
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
だ
ち
、
会
場
受
付
に
お
い
て
 

満
七
十
才
以
上
の
方
々
に
、
本
町
よ
り
支
 

給
さ
れ
る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
に
は
じ
ま
り
、
亡
く
 

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
 

さ
さ
げ
、
町
長
よ
り
各
種
の
記
念
品
の
伝
 

達
が
あ
り
、
来
年
度
も
元
気
に
て
敬
老
会
 

へ
の
ご
出
席
を
約
し
て
式
典
が
終
り
ま
し
 

た。 そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
催
さ
れ
、
婦
人
 

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
も
好
評
を
得
、
 

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
婦
人
会
を
始
め
、
関
係
者
各
位
 

の
ご
協
力
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

※
金
婚
式
該
当
者
（
九
組
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町
 

田
 

金
 

第220 号 報
 

町
 

田
 

議

会

だ

よ

り

 

議

会

事

務

局

ー

 

昭
和
六
十
一
年
第
七
回
定
例
 

町
議
会
が
九
月
二
十
四
日
招
集
 

さ
れ
、
議
案
を
慎
重
審
議
さ
れ
 

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
 

⑥
議
案
第
五
十
四
号
町
道
路
線
 

の
変
更
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
五
号
町
道
路
線
 

の
認
定
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
六
号
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
七
号
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
第
五
十
八
号
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
九
号
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

回
議
案
第
六
十
号
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
十
一
号
 
金
田
町
 

教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
 

二
六
七
番
地
の
一
一
 

氏
名
 
植
高
 
茂
樹
 

昭
和
十
年
二
月
十
六
生
 

（
選
任
同
意
）
 

⑥
議
案
第
六
十
二
号
金
田
町
簡
 

易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
十
三
号
金
田
町
簡
 

易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
】
部
 

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
六
十
四
号
昭
和
六
十
 

一
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
更
に
つ
い
て
 （

原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
＋
五
号
昭
和
六
十
 

一
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
三
号
）
 

補
正
額
 
二
、
七
六
六
千
円
 

予
算
総
額
 
五、 

一
ニ
八
、
」
ハ
 

九
五
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
十
六
号
昭
和
六
＋
 

一
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
 

補
正
額
 
二
、
四
〇
六
千
円
 

予
算
総
額
 
三
五
一
、
〇
四
一
一
 

千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
十
七
号
決
算
の
認
 

定
に
つ
い
て
 

m
昭
和
六
十
年
度
金
田
町
一
般
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

②
昭
和
六
十
年
度
金
田
町
同
和
 

地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
 

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
 

算
 

⑧
昭
和
六
十
年
度
金
田
町
国
民
 

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
 

出
決
算
 

田
昭
和
六
十
年
度
金
田
町
老
人
 

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
田
決
 

算
 

⑤
昭
和
六
＋
年
度
金
田
町
簡
易
 

水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
 

そ

の

一

杯

 

年
 
金
 

だ
 
よ
 

住
民
課
国
民
年
金
係
 

10 
月
・
 
11 

月
 
升
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
廿
 

老
後
の
暮
ら
し
を
 

さ
さ
え
る
国
民
年
金
 

今
や
日
本
は
、
世
界
一
の
長
 

寿
国
、
男
性
 74 

歳
、
女
性
 80 

歳
 

こ
れ
は
、
今
年
7
月
に
厚
生
省
 

が
発
表
し
た
平
均
寿
命
で
す
。
 

ま
た
、
今
年
 65 

歳
に
な
っ
て
 

老
齢
年
金
を
受
け
は
じ
め
る
人
 

の
平
均
余
命
は
、
男
性
が
約
 16 

年
、
女
性
は
約
 20 

年
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
老
 

後
は
年
女
長
く
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
そ
れ
だ
け
に
年
金
は
老
後
 

の
暮
ら
し
と
切
り
は
叱
せ
な
い
 

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

10 

月
・
 
11 

月
、
県
下
 

各
地
で
年
金
相
談
 

10 

月
・
 
11 

月
は
、
福
岡
県
の
 

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す
 

社
会
保
険
事
務
所
、
県
で
は
 

こ
の
期
間
中
に
年
金
相
談
所
を
 

は
じ
め
、
年
金
説
明
会
や
研
修
 

会
な
ど
を
県
下
各
地
で
行
い
ま
 

す
。
あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
 

自
分
の
年
金
に
つ
い
て
相
談
し
 

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

そ
し
て
あ
な
た
の
老
後
に
備
 

え
ま
し
ょ
・
つ
。
 

基
礎
年
金
は
3
種
類
 

●
老
齢
基
礎
年
金
 

●
障
害
基
礎
年
金
 

●
遺
族
基
礎
年
金
 

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
 
20 

歳
か
ら
 60 

歳
ま
で
 40 

年
間
（
加
 

入
可
能
年
数
）
す
べ
て
の
保
険
 

料
を
納
め
た
人
に
、
 
65 

歳
か
ら
 

年
額
6
2
2

、
8
0
0
円
（
月
5
 

1
、
9
0
0
円
）
が
う
け
ら
れ
ま
 

す。 昭
和
 36 

年
4
月
ー
日
で
す
が
 

年金額の計算式 

622・800円×（納サ讃凝繊贈磐 

算
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
金
田
町
水
道
 

事
業
会
計
決
算
 （

原
案
認
定
）
 

⑥
議
案
第
六
十
八
号
町
長
の
専
 

決
事
項
指
定
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

※
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
 

返
済
未
納
者
、
町
営
住
宅
の
 

賃
貸
料
の
滞
納
者
に
対
し
て
 

行
う
、
支
払
い
命
令
の
申
し
 

立
て
を
、
町
長
の
専
決
処
分
 

事
項
に
す
る
よ
う
町
よ
り
議
 

会
に
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
議
 

員
立
法
と
し
て
提
案
し
可
決
 

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

⑥
請
願
書
、
陳
情
書
の
審
議
 

0
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
 

続
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）
 

e
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
 

改
正
反
対
の
意
見
書
提
出
に
 

関
す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

田
地
域
林
業
活
性
化
、
林
業
労
 

力
確
保
、
国
有
林
野
事
業
の
 

再
建
を
求
め
る
請
願
書
（
採
 

択） 

0
金
田
中
学
校
体
育
館
の
音
響
 

に
つ
い
て
の
陳
情
書
（
採
択
）
 

●
石
炭
三
法
の
大
幅
延
長
、
産
 

炭
地
政
策
の
強
化
拡
充
を
求
 

め
る
請
願
書
 

（
採
択
）
 

の
国
鉄
第
三
次
廃
止
対
象
線
の
 

廃
止
に
返
対
し
ロ
ー
カ
ル
線
 

の
存
続
・
活
用
を
求
め
る
請
 

願
書
 

＠
意
見
書
の
審
議
 

0
税
制
見
直
し
に
関
す
る
意
見
 

書
 

（
可
決
）
 

e
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
 

改
正
反
対
の
意
見
書
（
可
決
）
 

田
地
域
林
業
活
性
化
、
林
業
労
 

働
力
確
保
、
国
有
林
野
事
業
 

再
建
の
た
め
の
意
見
書
（
可
 

決） 

0
石
炭
三
法
の
大
幅
延
長
、
産
 

炭
地
政
策
の
強
化
拡
充
に
関
 

す
る
意
見
書
 

（
可
決
）
 

日
国
鉄
第
三
次
廃
止
対
象
線
の
 

廃
止
に
反
対
し
、
 
ロ
ー
カ
ル
 

線
の
存
続
・
活
用
に
関
す
る
 

意
見
書
 

（
可
決
）
 

以
上
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
肌
 

振
興
課
国
土
調
査
係
 

※
昭
和
 61 

・ 62 

年
度
調
査
地
区
 
回
覧
、
説
明
会
等
で
詳
細
な
実
 

に
つ
い
て
 

施
区
域
を
説
明
致
し
ま
す
。
そ
 

今
年
度
よ
り
新
規
調
査
着
手
 
の
節
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
 

地
区
と
し
て
、
古
谷
（
一
部
）
 

す。 

・
田
ノ
ロ
・
太
陽
・
日
王
山
切
 

な
お
、
本
年
度
の
調
査
区
域
 

通
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
後
日
 

に
つ
い
て
は
、
7
月
2
日
付
町
 

告
示
 51 

号
に
て
役
場
入
ロ
の
告
 

示
板
に
も
図
面
と
と
も
に
掲
示
 

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
来
庁
の
折
 

に
御
覧
下
さ
い
。
 

と
こ
ろ
で
本
年
一
月
発
行
の
 

町
報
に
て
農
地
の
説
明
記
事
を
 

掲
戴
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
 

休
耕
田
等
の
関
係
に
よ
り
質
問
 

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

農
地
の
 
「
田
」
・
「
畑
」
 
に
つ
い
 

て
説
明
致
し
ま
す
。
 

作
物
を
栽
培
す
る
た
め
耕
作
 

す
る
目
的
に
供
さ
れ
て
い
る
土
 

地
を
、
 

一
般
に
「
農
地
」
 
い
い
 

ま
す
。
 

こ
の
農
地
に
関
し
、
登
記
実
 

務
に
お
い
て
は
、
耕
作
に
当
た
 

り
用
水
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
 

に
よ
り
、
こ
の
地
目
を
「
田
」
 

と
「
畑
」
と
に
区
別
を
し
て
取
 

り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
 

農
地
で
用
水
を
利
用
し
て
耕
 

作
す
る
土
地
は
、
「
田
」
と
し
て
 

取
り
扱
い
ま
す
。
 

栽
培
さ
れ
る
作
物
の
種
類
に
 

は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
田
 

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
 

水
稲
の
栽
培
地
で
あ
る
水
田
を
 

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

d
田
は
、
平
担
地
に
限
ら
れ
ず
 

山
間
地
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
 
こ
 

れ
は
「
柵
田
」
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

o
用
水
を
利
用
し
て
作
物
を
栽
 

た
ず
ら
 

培
す
る
田
に
は
、
通
常
田
面
よ
 

り
も
高
く
土
を
盛
り
上
げ
た
長
 

狭
物
の
畦
畔
が
設
け
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
 

よ
っ
て
土
壌
等
の
改
良
、
整
備
 

が
さ
れ
た
地
域
で
は
、
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
造
り
の
畦
畔
も
み
ら
れ
 

ま
す
。
畦
畔
は
田
の
設
備
と
し
 

て
、
使
用
す
る
用
水
の
取
水
、
 

排
水
を
調
節
管
理
す
る
重
要
な
 

役
割
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
 

農
作
業
用
の
通
路
、
収
穫
し
た
 

作
物
の
干
場
な
ど
に
も
利
用
さ
 

れ
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
は
、
 

田
の
所
有
界
で
あ
る
の
が
通
例
 

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
田
の
設
備
 

の
り
ち
 

で
あ
る
畦
畔
は
、
法
地
等
の
俗
 

称

で

、

地

方

に

よ

っ

て

は

、

 

「
 

く
ろ
 

は
ざ
ま
ち
 

あ
お
ち
 

「
畔
」
、
「
澗
地
」
、
「
青
地
」
 

ど
て
し
ろ
 

「
土
手
代
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
 

て
お
り
、
旧
土
地
台
帳
の
附
属
 

地
図
に
は
、
緑
色
や
薄
す
み
色
 

で
着
色
表
示
さ
れ
た
も
の
や
実
 

線
で
帯
状
に
囲
ま
れ
た
い
わ
ゆ
 

る
「
二
線
引
畦
畔
」
な
ど
が
み
 

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
地
番
 

が
附
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
 

通
常
国
有
畦
畔
で
あ
り
ま
す
。
 

又
、
旧
土
地
台
帳
法
当
時
に
 

お
い
て
、
私
人
の
所
有
に
係
る
 

畦
畔
の
土
地
台
帳
上
の
取
扱
い
 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
本
地
で
あ
 

る
田
の
面
積
に
算
入
さ
れ
て
い
 

る
「
内
畦
畔
」
と
、
算
入
さ
れ
て
 

い
な
い
「
外
畦
畔
」
と
が
あ
り
ま
 

し
た
が
、
現
在
で
は
、
外
畦
畔
 

も
す
べ
て
田
の
面
積
に
含
め
て
 

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
 

う
に
、
畦
畔
は
田
の
一
部
と
し
 

て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
か
ら
、
田
 

の
設
備
と
し
て
使
用
す
る
た
め
 

国
有
畦
畔
の
打
下
げ
を
受
け
た
 

私
人
が
、
そ
の
表
示
の
登
記
を
 

す
る
と
き
の
地
目
は
、
 

「田」 

と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

・
水
稲
の
ほ
か
、
 

「
わ
さ
び
」
 

「
は
す
」
、
「
い
ぐ
さ
」
な
ど
、
 

用
水
を
利
用
し
て
肥
培
管
理
を
 

す
る
土
地
の
地
目
は
、
 

「田」 

と
し
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
の
 

地
目
を
「
田
」
と
す
る
取
扱
い
 

き
り
ゆ
う
 

の
な
か
で
、
杷
柳
の
栽
培
地
に
 

つ
い
て
は
、
例
外
的
な
取
扱
い
 

が
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
号
で
説
 

明
致
し
ま
す
。
 

．
、
ぐ
．
・
）
，
・
J
，
・
？
，
・
？
、
ぐ
．
・
，
、
・
、
ぐ
．
・
、
ぐ
．
、
‘
，
・
J
●
・
？
●
、
‘
'
？
●
・
，
‘
？
●
・
●
●
・
？
●
・
．
‘
●
・
．
二
●
、
・
 

第
五
回
金
田
町
ク
文
化
祭
ガ
開
催
 

本
年
度
の
文
化
祭
を
来
る
 11 

月
ー
日
1
2
日
の
両
日
で
開
催
 

致
し
ま
す
。
今
回
は
中
味
を
充
 

実
致
L
度
く
各
グ
ル
ー
プ
や
同
 

好
会
な
ど
に
呼
か
け
多
く
の
作
 

品
を
展
示
す
る
様
計
画
し
協
力
 

を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

展
示
す
る
作
品
は
習
字
、
絵
画
 

写
真
、
彫
刻
、
陶
芸
、
模
型
、
 

水
墨
、
生
花
、
盆
裁
、
手
芸
、
 

服
飾
、
そ
の
他
文
化
祭
に
ふ
さ
 

わ
し
い
も
の
と
な
つ
て
お
り
ま
 

す
の
で
若
し
作
品
が
あ
り
ま
し
 

断

わ

る

勇

気

が

 

事

故

を

断

つ

 

ま
す
と
、
そ
の
期
間
分
が
減
額
 

さ
れ
た
り
、
年
金
が
う
け
ら
れ
 

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
 

族
基
礎
年
金
も
、
国
民
年
金
の
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
 

す
と
、
う
け
ら
れ
な
い
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
 

納
め
忘
れ
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
、
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

自
営
業
・
農
林
漁
業
従
事
者
 

と
そ
の
家
族
、
第
1
号
被
保
険
 

者
の
人
は
、
ご
自
分
で
国
民
年
 

金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
 

年
金
へ
の
第
2

の
条
件
で
す
。
 

加入可能 
年 数

25年 
26年 
27年 
28年 

29年 
30年 
引年 
32年 
33年 
34年 
35年 

36年 
37年 
38年 
39年 
40年 

生 年 月 日 
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”
 

（
加
入
年
数
は
、
昭
和
 36 

年
4
月
ー
日
か
ら
 60 

歳
ま
で
の
年
数
）
 

そ
の
と
き
す
で
に
 20 

歳
以
上
の
 

人
は
、
 
60 

歳
ま
で
に
 40 

年
を
満
 

た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
 

の
よ
う
た
人
た
ち
に
は
、
昭
和
 

36 

年
4
月
ー
日
か
ら
 60 

歳
ま
で
 

の
期
間
、
す
べ
て
保
険
料
を
納
 

め
た
人
に
も
、
 
65 

歳
か
ら
年
額
 

6
2
2

、
8
0
0
円
（
月
5
1

、 

9
0
0
円
）
が
う
け
ら
れ
ま
す
 

も
し
、
納
め
わ
す
れ
が
あ
り
 

保
険
料
納
付
書
を
使
い
、
銀
 

行
や
郵
便
局
な
ど
で
早
目
に
納
 

め
ま
し
ょ
」
つ
。
 

な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
 

金
加
入
者
（
第
2
号
被
保
険
者
 

）
と
、
そ
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、
 

ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
 

（
第
3
号
被
保
険
者
）
の
国
民
 

年
金
保
険
料
は
、
厚
生
年
金
や
 

共
済
年
金
の
制
度
か
ら
ま
と
め
 

て
負
担
さ
れ
ま
す
，
 
・ 

A
 

国
民
年
金
制
度
推
遣
 

月
間
の
広
報
テ
ー
マ
 

年
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
 

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
役
場
や
 

社
会
保
険
事
務
所
で
相
談
し
ま
 

し
ょ
う
。
 
10 

月
・
 
11 

月
に
県
下
 

各
地
で
開
か
れ
る
年
金
相
談
所
 

な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
相
 

談
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
 

を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
 

そ
れ
が
あ
な
た
の
老
後
を
守
る
 

第
3

の
年
金
へ
の
条
件
で
す
。
 

一
 
一
 一 

A
俳
 
句
》
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

一
国
道
の
安
全
地
帯
に
 

チ
チ
 

一
ロ
な
く
 

岩
野
勝
義
 

一
点
め
つ
す
海
の
灯
や
 
秋
深
 

一
し
 

政
子
 

一
爽
や
か
に
ひ
び
く
ゲ
ー
ト
の
 

一
球
の
音
 

宗
一
 

一
秋
に
入
り
味
甘
の
あ
じ
に
 

．

ー

・

・

ー

・

ー

・

ー

・

・

ー

：

・

ー

 

舞 
十
 
月
 
詠
 
草
 

一
下
田
川
老
人
大
学
短
歌
一
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

子
は
子
わ
れ
は
わ
れ
と
自
ら
 

に
言
ひ
聞
か
せ
つ
つ
い
つ
し
 

か
眠
る
 

武
藤
 
ト
エ
 

孫
娘
の
母
に
習
ひ
し
菓
子
つ
 

ふ
ぞ
ろ
 

く
り
不
揃
ひ
な
が
ら
も
う
ま
 

い
味
か
な
 

田
村
 
武
夫
 

五
十
年
唯
黙
々
と
吾
が
後
に
 

い
と
 

つ
い
て
来
に
け
る
妻
や
愛
し
 

き
 

植
木
 
武
文
 

み
悌
の
寝
姿
と
い
ふ
阿
蘇
五
 

岳
今
朝
は
見
へ
く
る
雲
の
う
 

す
れ
て
 

鳥
越
 
美
枝
 

長
旅
を
終
へ
て
く
つ
ろ
ぐ
我
 

ぱ
ん
り
よ
く
 

が
庭
は
万
緑
の
香
に
満
ち
溢
 

れ
居
り
 

田
村
キ
ヌ
ユ
 

エ
ン
ジ
ン
の
音
響
か
せ
て
刈
 

る
夫
に
ト
マ
ト
ジ
 
ュl

ス
を
作
 

り
て
待
ち
ぬ
 

金
山
 
武
子
 

チ
ビ
の
家
と
表
札
か
け
し
犬
小
 

星
を
通
り
に
見
つ
け
名
を
呼
び
 

て
み
る
 

渡
辺
 
勝
由
 

タ
雲
の
た
な
び
く
こ
ろ
に
我
が
 

洗
う
古
び
た
鍬
の
ま
る
く
な
り
 

を
り
 

阿
部
 
重
宏
 

姿
消
し
忍
者
の
ご
と
く
宙
を
飛
 

ぶ
夢
よ
り
覚
め
ぬ
六
十
路
の
わ
 

れ
が
 

田
代
 

稔
 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
あ
る
ら
む
病
 

院
の
待
合
室
の
老
人
等
を
眺
む
 

高
木
美
代
子
 

一
日
の
重
荷
を
お
ろ
す
思
ひ
に
 

て
熱
き
湯
を
も
て
髪
洗
ひ
を
り
 

藤
林
 
俊
信
 

秋
風
に
枝
を
離
れ
し
ひ
と
ひ
ら
 

舌
づ
つ
み
 

克
芳
 

栗
が
り
に
足
で
と
げ
ふ
み
 
栗
 

ひ
ろ
う
 

山
案
子
 

秋
の
日
の
落
ち
る
早
さ
に
 
道
 

い
そ
ぎ
 

加
津
代
志
 

近
況
を
添
へ
て
新
米
届
き
け
り
 

岩
野
 
勝
義
 

穏
や
か
な
厄
日
な
り
け
り
稲
の
 

た
ら
 10 

月
 31 

日
ま
で
受
付
け
て
 

お
り
ま
す
そ
の
外
（
保
育
所
・
 

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
 

る
作
品
も
展
示
）
し
て
お
り
、
 

又
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
 

農
協
婦
人
部
の
自
然
食
品
の
販
 

売
や
青
年
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
 

る
飲
食
コ
ー
ナ
又
会
場
大
研
修
 

室
で
昭
和
琴
の
演
奏
な
ど
予
定
 

致
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
数
の
 

観
覧
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
 

す。 

文
化
祭
実
行
委
員
会
 

原
田
 
豊
茂
 

一 

《
短
 
歌
》
 

田
村
 
武
夫
 

一
打
に
て
ゲ
ー
ト
通
過
の
 

吾
が
球
を
追
っ
て
ゲ
ー
ト
を
 

振
り
返
り
見
る
 

克
芳
 

表
賞
の
通
知
を
受
け
て
出
席
し
 

我
が
名
の
出
る
を
首
な
が
く
 

ま
つ
 

の
枯
葉
は
舗
道
に
か
ら
か
ら
と
 

舞
ふ
 

千
手
佐
起
子
 

お
互
に
古
稀
を
迎
ふ
る
友
な
れ
 

ば
そ
の
後
姿
に
無
事
を
祈
り
ぬ
 

三
村
 

和
子
 

あ
ど
け
な
き
孫
の
仕
草
に
家
中
 

が
思
は
ず
ほ
こ
ろ
ぶ
こ
こ
ろ
も
 

顔
も
 

福
田
 

昌
 

道
端
に
行
ち
る
ま
す
小
さ
き
地
 

けさ 

蔵
尊
今
朝
は
洗
わ
れ
て
花
供
へ
 

あ
り
 

室
 

L
ーョ 

裏
庭
に
植
木
屋
が
入
り
朝
早
く
 

ま
さ
A
] 

真
木
つ
む
音
の
さ
え
て
聞
こ
ゆ
 

る
 

小
野
と
め
子
 

朝
ま
だ
き
て
っ
せ
ん
の
咲
く
庭
 

い
や
 

に
下
り
徹
夜
の
つ
か
れ
癒
さ
む
 

と
す
る
 

菊
池
 

一
枝
 

ひ
と
す
じ
に
吾
が
生
き
る
道
と
 

思
ふ
の
み
省
み
る
暇
な
き
日
々
 

な
り
き
 

く
エ
ス
カ
レ
タ
ー
の
人
等
皆
黙
 

し
お
り
 

井
手
元
智
恵
子
 

境
内
の
蝉
時
雨
の
中
に
た
た
ず
 

じ
た
 

み
て
一
人
の
世
界
の
内
に
浸
り
 

ぬ
 

中
村
 
繁
生
 

ほ
の
ぐ
ら
 

ゆ
そ
う
 

し
 

灰
暗
き
湯
槽
の
壁
は
湯
に
染
み
 

た
い
こ
 

い
 
よ
 

て
大
古
の
息
吹
き
か
気
持
安
ら
 

ぐ
 

岡
野
富
司
生
 

お
さ
た
 

幼
き
は
何
処
の
空
ぞ
つ
ば
く
ら
 

め
空
き
巣
の
わ
ら
の
そ
よ
風
に
 

ゆ
れ
 

並
川
 

君
子
 

盆
終
へ
て
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
り
 

た
り
風
鈴
の
音
の
み
わ
び
し
く
 

聞
こ
ゆ
 

福
原
 
照
子
 

声
き
き
て
姉
と
間
違
ふ
る
ち
ぐ
 

は
ぐ
に
老
い
た
る
母
を
思
ひ
て
 

哀
し
 

山
口
 

倭
子
 

林
 

淳
一
 

火
葬
場
の
煉
瓦
塀
の
影
に
停
ち
 

奥
深
き
地
下
鉄
駅
へ
と
下
り
ゆ
 
揮
時
雨
聴
き
し
兄
の
忌
八
月
 

一
 
一
 
】
 
一
 
】
 

一 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

金
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町
 

田
 

号
 

0
 

。
」
 

h
乙
 

第
 

共

同

募

金

の

 

ご
協
力
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
 

毎
年
共
同
募
金
運
動
に
あ
た
 

り
ま
し
て
は
格
別
の
お
力
添
え
 

を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

お
か
げ
で
昨
年
は
、
1
4
0
 

万
円
を
こ
え
る
ご
寄
付
を
頂
き
 

ま
し
た
。
今
年
も
例
年
の
と
お
 

り、 

10 

月
よ
り
 12 

月
ま
で
共
同
 

募
金
運
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

本
町
で
は
、
こ
の
募
金
の
交
 

付
金
を
，
敬
老
会
等
の
老
人
対
 

策
、
母
子
家
庭
対
策
、
長
期
入
 

院
患
者
の
激
励
、
各
種
福
祉
団
 

体
の
育
成
等
の
財
源
と
し
て
利
 

用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
 

尚
一
層
充
実
さ
せ
る
為
に
皆
き
 

ん
の
温
か
い
思
い
や
り
を
お
寄
 

せ
下
さ
い
。
 

婦
人
会
、
組
長
さ
ん
方
が
、
 

後
日
募
金
の
お
願
い
に
お
伺
い
 

致
し
ま
す
。
皆
様
の
御
支
援
、
 

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す． （
※
間
い
合
せ
先
 

金
田
町
役
場
福
祉
係
 

電
話
⑩
〇
五
五
五
番
】
 一

 

第
六
回
金
田
町
短
歌
大
会
 

《

参

加

作

品

募

集

》

 

公

民

館

短

歌

教

室

 

野
山
に
豊
か
な
稔
り
の
秋
を
 

一
、
参
加
資
格
 

迎
え
、
自
然
も
人
も
充
実
す
る
 

老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
 

好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

参
加
で
き
ま
す
 

こ
の
秋
に
あ
た
り
中
央
公
民
 
二
、
応
募
作
品
 

館
主
催
の
も
と
に
、
文
化
祭
の
 

一
人
二
首
以
内
、
十
一
月
1
1
一 

一
環
と
し
て
、
第
六
回
金
田
町
 

日
締
切
 

短
歌
大
会
を
下
記
に
よ
り
開
催
 
三
、
申
込
先
 

致
し
ま
す
。
今
回
も
町
民
多
数
 

金
田
町
中
央
公
民
館
又
は
下
 

の
方
が
お
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
 
記
委
員
宛
（
阿
部
重
宏
、
藤
林
 

す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。
 

俊
信
、
田
代
稔
、
山
口
倭
子
、
 

記
 

福
田
昌
）
葉
書
、
持
参
電
話
可
 

四
、
開
催
期
日
と
日
程
 

十
一
月
二
十
三
日
J

作
品
応
 

募
者
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

五
、
表
彰
 

講
師
選
．
互
選
に
よ
り
優
秀
 

作
品
を
表
彰
し
ま
す
 

六
、
発
表
 

金
田
町
報
一
 
月
号
の
予
定
 

金
田
恵
比
須
大
祭
へ
 

●
●
●
●
‘
‘
●
‘
●
，
‘
 

《

●

●

●

‘

●

●

‘

．

，

'

 

ご

家

族

お

揃

い

で

 

金
田
恵
比
須
奉
賛
会
主
催
恒
 

例
の
金
田
恵
比
須
大
祭
を
、
金
 

田
町
商
工
会
横
広
場
に
て
挙
行
 

致
し
ま
す
。
 

例
年
菅
原
神
社
で
恵
比
須
大
 

あ

な

た

も

 

十
歳
若
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

健
康
と
 
体
力
づ
く
り
教
室
案
内
 

中
高
年
層
を
対
象
に
、
ス
ト
 

レ
ツ
チ
体
操
、
ェ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

ダ
ン
ス
、
 
レ
ク
レ
エ
シ
ョ
ン
ダ
 

ン
ス
、
ョ
ー
ガ
等
で
、
成
人
病
 

予
防
に
役
立
つ
健
康
体
操
を
実
 

施
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

希
望
者
は
遠
慮
な
く
見
学
し
て
 

、
申
込
ん
で
下
 

さ
い
。
 

一
、
場
所
 

金
田
小
学
 

校
体
育
館
 

一
、
健
康
体
操
 

毎
週
火
曜
 

日
 
午
后
 

七
時
よ
り
 

一
、
健
康
ョ
ー
 

ガ
、
毎
週
 

木
曜
日
．
 

午
后
七
時
 

三
十
分
よ
 

h

ノ 

一
、
申
し
込
み
 

は
会
場
で
 

そ
の
都
度
受
付
て
お
り
ま
す
。
 

金
田
町
健
康
、
体
力
づ
く
り
、
 

増
進
会
 

世
話
人
 
森
本
 
正
俊
 

電
話
の
一
工
ハ
三
九
 

事
務
局
 
吉
田
 
康
男
 

電
話
⑩
O
三
七
五
 

祭
を
挙
行
致
し
て
お
り
ま
し
た
 

が
、
境
内
が
狭
降
の
た
め
恵
比
 

須
様
を
移
行
し
て
商
工
会
横
広
 

場
に
御
旅
所
を
設
営
挙
行
す
る
 

事
に
な
り
ま
し
た
。
 

是
非
皆
様
方
の
お
参
り
を
心
 

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
 

記
 

十
二
月
二
日
宵
恵
比
須
午
后
六
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

松
本
 
雪
雄
殿
 

広
瀬
 
正
憲
殿
 

時
よ
り
午
后
十
時
ま
で
 

十
二
月
三
日
恵
比
須
、
午
前
七
 

時
よ
り
午
前
十
一
時
ま
で
 

以
上
 

金
田
町
商
工
会
 

※
問
い
合
せ
先
 
飯
塚
市
大
字
横
田
 
〒
8
2

~
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
 

電
話
 
〇
九
四
八
ー
二
二
ー
四
八
四
七
 

防
衛
大
学
 

校
学
生
 

二
等
陸
士
 

種
 

目
 自

衛

官

募

集

案

内

 

18

上 

25

未満

資
 

格
 

高
卒
 

（
見
込
）
 

21 

才
未
満
 

10

日 

一 10
月
25 

年
間
を
通
 

じ
受
付
て
 

お
り
ま
す
 

受
付
期
間
 

111
月2日 

? 111

月3日 

●
受
付
時
に
指
定
 

し
ま
す
 

●
来
春
高
卒
予
定
 

者
は
十
月
上
旬
 

以
降
 

一
次
試
験
期
間
 

国民健康保険税 

町 県 民 税 

第 3 期 分 

納期限10月31日 

林
 

末
子
殿
 

平
島
 
浅
蔵
殿
 

末
藤
 
正
子
殿
 

辰
島
玉
次
郎
殿
 

米
家
 
武
志
殿
 

池
田
 
英
明
殿
 

安
武
 

セ
キ
殿
 

課
 

務
 

税
 

者
田
 
克
也
殿
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
社
会
福
祉
の
た
め
有
意
義
 

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

堀
 

貞
子
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
社
会
体
育
に
ご
寄
附
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
社
会
体
育
振
興
の
 

た
め
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

辰
島
玉
次
郎
様
 

お
く
様
の
御
逝
去
に
さ
い
し
 

香
典
返
し
と
し
て
老
人
ク
ラ
プ
 

連
合
会
に
御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
 

た
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ク
ラ
ブ
活
動
に
有
意
義
に
使
 

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
辰
島
宗
一
 


